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試験研究業務月報

卵巣の反応卵胞数を超音波診断

雌牛の膣内に挿入、留置する

黄体ホルモン製剤とアプリケーター

課題名 受精卵採取技術を利用した優良和牛の効率的活用

要 旨

55当場の和牛雌７頭に、黄体ホルモン製剤を利用して、分娩後

日目と 日目の２回受精卵を採取したところ、平均 個の正常胚83 20
を採取することができました。受胎までの日数は早い牛で９８日と

なり、通常の分娩・受胎とかわりなく、改良をより早く進める技術

として期待できます。
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